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〔電気工学専攻〕
コオロギ(Gryllus bimaculatus)の発音制御神経束の同定に関する研究
有 須 恭 久
本研究では， コオロギを検体として用L、 神経束単位での切断を加えた後の発音の有 無， 発音パタ
ーンの変化を見たところ， 中胸神経節のNerve 3が発音にもっとも重要な神経束であることが判 明
した。 また， 上位中枢神経束に電気刺激を加え， このNerve 3からの応答実験から中胸神経節内に
は， ある一定周波数に感知する， 発音に関与した Pat tern genera t orがあるものと考察される。
アコースティック・ エミッションによる非破壊検査のためのニ， 三の基礎計測
片 桐 譲
アコースティック ・ エミッションは， 応力(ストレス )下にある部材が弾性変形から塑性変形に移
る過程で放出される 1 つの音波である。 本研究では， 乾燥の過程で， 木村およびコンクリートから超
音波の放出されることが見出された。 この場合のストレスの主因は乾燥応力である。
本研究の一部は， ACOUSTICS LETTER S 3， 8 p 150- 153 ( 1980)， および5， 8 p 133- 136 
(1982) に発表された。
無限要素とその開領域問題解析への応用
川 上 勝 巳
有 限要素法は一般に， 閉領域が適用の対象である。 しかしながら工学では， 無限遠点を含む開領域
として取扱わなければならない問題が多くある。 無 限要素は， 要素の 1 つの面(辺) を無限遠点に ま
で 引きのばすものであるが， 要素内試験関数を無限領域での要素積分が収束するように適切に選ぶこ
とによって， 開領域問題を扱う ことが可能となる。 本研究では， サブパ ラメトリ ック形の無限要素を
開発し， 2 次元， 3次元の静的および波動問題に適用した。
本研究の一部は電子通信学会論文誌に掲載される。
92 
圧電振動体の温度特性の有限要素シミュレーション
前 田 豊 信
圧電振動体は発tM子， 電気機 械フィルタ素子として広く利 用されている。 このような素子では， 温
度特性が重要なファクターである。 素子の固有周波数は素子の形状により決定される。 本研究では，
形状が熱膨張により変形することに注目して， その効果を有 限要素法による固有値計算に組入れた。
このようなモデルにもとづいて予測された水晶振動子の固有周波数の温度係数は， 実測結果と良い一
致を示した。
本研究の一部は， IEEE Trans， on Sonics and U l trasonics SU -28， 4 p257-264 ( 1981)に
発表された。
〔工
業化
学専
攻)
北海道炭の還元エチル化物の水素化分解機構
赤 沢 信 昭
右一炭の高度利 用と還元 エチノレ化物の水素化分解特性を調べることを目的に， 夕張炭， 太平洋炭， 天北
炭の 3炭種の還元 エチル化物を水素化分解して， 原、炭の場合と比較検討した。 その結果， 還元エチル
化物は短時間で高い反応率を示し， かっ構造解析結果から， 還元 エチル化物より得たオイル， アスフ
アルテンは原 炭を直接水素化分解して得たものよりも， 概して低分子量で， 芳香環数が少なくしかも
側鎖は若干長かったっ (石油学会中部大会， 第23回研究発表会で発表)
1ー(Pーまたはmー置換フェニル) エチルフェニルスルホキシド
の脱離反応に対する同位体効果および立体異性体の反応性について
飯 塚 幸 彦
1 - (P ー または m一置換フェニル)エチルフェニルスルホキシドの熱分解反応における反応機構
と立体異性体関の反応性について検討した。
その結果， 脱離反応、速度と6値との聞に最適値の存在が認められた。 6値がそれよりも増減すると
反応速度はいずれも減少した。
得られた同位体効果および活性化ノfラメーターの結果を含めて， この脱離はS-cα間結合と Cβ"
H間結合の切断が 競争的に行なわれると推定された。 また異性体聞ではスレオ体> エリスロ体であっ
た。
qυ nwu 
石炭還元メチル化物の構造解析
-n・ヘキサン可溶分のGC-MS分析一
大 村 裕
夕張炭と太平洋炭の還元メチル化物のベンゼン ヘキサン可溶分の GPC -LC 分別物58梧績のGC ­
M S分析を行い， 炭化水素を Z数によりタイプ別に分けそれらの特性を検討し， 次の結果を得た。 (l)Z
数が一 18， 一20， -22の芳香族化合物が多く， - 20， -22の アルキルモノナフテン 3芳香環 を夕張炭
は太平洋炭の約2 f音含むのに対し， - 18のジナフテン 2芳香環は太平洋炭が 逆に 6 f音量含む。 (2)脂Hh
族炭化水素て、はノfラフィン(z=+ 2 )  )> モノナフテン類(Z=o， - 2 ， -4)で太平洋炭が 1.5
倍多い。
1 - (Pーまたはmー置4臭フェニル) エチルフェニルスルフィド
の酸化反応に対するこ， 三の検討
馬 場 孝
1 -(P または m 置換フェニル) エチルフェニルスルフィドの酸化反応について検討した結果，
プロトン溶媒 ， とくに アルコール中では生成スルホキシドの立体異性体中， エリスロ体(Ef本) がス
レオ体(T体)よりも優先して生成した。
また， スルホキシド中の 両異性体の生成化に対しては置換基の電子的効果が認められた。 すなわち
置換基の6債の増大とともにT/E値が大きくなった。
一方， 非プロトン溶媒 では T/E値は小きくなり， P - OCH3値を除いてCram則に従うことが認
められた。
酸化 剤の種類による大きな差違は認められなかった。
石炭還元メチル化物の構造解析， 各種溶剤可溶分のGPC分別物について
一 宅 博 之
本研究は還元アルキル化による石炭の可溶化機構と石炭構造の 究明を目的としたもの で， 夕張， 太
平洋両炭の各還元メチル化物ーベンゼン可溶分より得たシクロ ヘキサン， エタノール， アセトン並び
に酢酸 エチルの各溶剤可溶分と， ベンゼン不溶分を再還元メチル化して得たnヘキサン可j存分を何れ
もGPCにより分子量順に細分別して， 両炭種聞に於ける各溶剤可溶分の分f量分布と各GPC分目Jj
物の平均構造の差異， 特徴等につき調べ種々の興味ある知見を得た。
(一部を日化会第43並びに 第45春字年会で発表)
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〔金属工学専攻〕
合金の凝固時における組織粗大化現象の直接観察
今 井 克 哉
合金の固液共存温度における凝固組織粗大化現象を明らかにする目的で， 直 接観察のための装置を
作製し， Sn-Pb合金及び Cu-Ni合金を対象に組大化過程のm Sl加測定を行った。 その結果， 合金試料
の表面と内部のデンドライトアームスペーシングの差は小さし 凝固表面の組織観察を行うことによ
り， 内部組織を充分に推察しう ることを確認した。 きらにデンドライトの消滅や溶断により凝国組織
の粗大化がおこることを明確にし， 従来提唱されている粗大化モデルと比較検討することにより， モ
デル式が妥当であるか否かを論じた。
時効性A卜Mg-Si合金の加工熱処理
角 地 秀 介
Al - 1 % Mg2Si合金とそれに Mg，Siを過剰に含む合金に， 予備時効→冷間加工→最終時効からな
るTMTを行なった。 硬度測定， 電顕観察の結果， 本合金の硬化は， 回析パタンにく100 >方向のス
トリークを生じる析出物の整合歪によるもので， TMTのピークはこの析出物の微細化と加工で， 導
入された転位の安定性との兼合いで得られる。 しかし， TMTに適する均一な転位組織は， こ の析出
物をピークで得るよう な処理では得られなかった。
硫化ニッケルの浸出 反応に関する研究
砂 田 聡
複雑ニ ッケル鉱およびニ ッケルマ ットの湿式処 理に関 する研究の一環として， NiS および、Ni3S2
の酸化浸出反応について検討を行ない， 浸出の総括反応， 浸出速度におよぽす各 種浸出条件の影響，
反応の律速過程などを明らかにし， これらの結果から浸出の反応機構について考察した。
また浸出反応に対する固体側因子の影響についても詳細な検討を行ない， これらの硫化物の持つ非
化学量論性が浸出挙動に著しい影響をおよぼすことを明らかにした。
95 
漉出ガス法によるMn02のMnOまでの炭素熱還元
瀬 良 芳 憲
熱伝導度検 出器(TCD) を利 用した流出方、ス分析法により， He気流中におけるMn 酸化物(Mn 02，
Mn203. Mn304 )の炭素熱還元過程とそれに伴い生成する非化学量論的Mn 酸化物を各段階別に速度
論的に研究した。 Mn02， Mn203の 炭素熱還元過程ではその熱分解反応が大きく関与するが， Mn 304， 
MnOの還元で、はBoudouard反応が律速となる。 また各 M n 酸化物の還元速度と非化学量論的 Mn 酸化
物の組成がバランスする温度があることが認められた。
鋳鉄中の黒鉛による防振特性について
塚 本 淳 一
鋳鉄の減衰能に及ぽす黒鉛並びに基地の影響について明らかにするため， 種々な黒鉛量をもっ球状
黒鉛鋳鉄を溶製して減衰能を測定した。 減衰能は片状黒鉛鋳鉄ほど顕著で、はないが黒鉛量の増加に伴
って増大する。 これは基地と黒鉛との界面における塑性流動よりはむしろ， 黒鉛自身の塑性変形と宮、
接な関連性がある。 熱処理により基地をフェライト化した場合， セメンタイトの黒鉛化とフェライト
の強磁性のため， 減衰能は増大する。 マルテン，:1ナイト化した場合， 顕著な効果は認められない。
A卜Mg'合金における羽毛状品の生成について
舟 木 克 之
従来， Al合金を連続鋳造した鋳塊には羽毛状品と呼ばれる内に双品面を含む特異な組織が偶発的に
観察された。 本研究ではこの組織を高純度AlとMgをベースに各濃度の異なるAI-Mg 合金を用い， 一
方向凝固装置の開発， 改良を行ない， 現在 まで明らかにされていない生因にせ まってみた。 すると羽
毛状品の生成は偶発的なものではなし 凝固初期の鋳造条件に密に依存するものであり， 合金濃度に
も非常に寄因するということが明らかになった。
A卜Mg'合金のセレーションについて
渡 辺 徹 也
セレーションとは， 引張変形させると応力 歪曲線上に鋸の歯のような形状を呈する現象である。
従来， Al合金において， 低温でみられるセレーションの発生は転位と Mg原子による動的な歪時効とし
て理解されているが， それより高温側で発生するセレーションについては研究報告が少なし定説が
ない。 そこで， 本研究で従来のセレーションと比較， 検討し， 発生機構を明らかにして， 本実験条件
下で最も妥当と思われるモデルを提唱した。
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〔機械工学専攻〕
表面が帯状移動熱源によって加熱される厚板の
非定常熱応力に関する研究
大 野 木 敬
厚板の圧延， 溶接， 連続熱処理などにも関連して， 厚板の表面を帯状熱源が一定速度で平行移動す
るとき， この厚板に生ずる温度， 熱応力および変位をフーリェの熱伝導方程式および熱弾性ポテンシ
ャルと調和応力関数を用いて解析し 得られた結果にもとづいて数値計算を行ない， 熱源移動速度や
板厚が結果に 及ぼす影響を明らかにした。 あわせて実際現象との対応を考慮、して， ひずみゲージによ
る熱応力測定も試み， 理論結果と測定結果を比較検討した。
回転直管内における強制対流熱伝達について
高 辻 成 次
直管が管軸に垂直な軸の まわりに一定角速度で回転するときの管内の流体はコリオリカの作用を受
け二次流れを生じ， 静止直管内の流れと著しく異なる。
本研究では正方形断面をもっ回転直管内の十分発達した層流に対し， レイノルズ数が回転レイノル
ズ数に比較して大きな場合について運動方程式とエネルギ一方程式を差分近似により独立に解き， 速
度分布が管摩擦抵抗， 温度分布および熱伝達率に与える影響を調べた。
静圧スラスト軸受の動特性におよぽす流体の慣性力の影響
中 村 忠 能
軸受の動特性を潤滑流体の慣性カを考慮して解析するに当って， 慣性頃中の場所的加速度項を比較
的厳密に取り扱う解法を提案し， 従来の近似解法と比較し， さらに実験結果とも比較検討した結果，
提案する解法は， 広い範囲にわたってよい近似を与えること， また， 従来から行なわれている平均化
法はスクィーズ速度が非常に大きい場合を除いて， 比較的よい近似を与えることがわかった。
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〔生産機械工学専攻〕
超塑性合金の引張変形特性に及ぼす超音波振動付加の影響
林 清 一
Zn-.22%Al共析合金の引張変形中に超音波振動を付加し， 流動応力の変化等を測定して， 超塑性
変形に対する超音波振動付加の影響を明確にした。 流動応力は超音波振動付加直後急減し(第一次減
少)，ひずみに伴い徐々に減少(第二次減少)した後， 再び急減する(第三次減少)三段階の減少過程
が認められた。 第一次減少は粒界付近の拡散流動性の向上， 第二次減少は温度上昇， 第三次減少は相
変態のためであることを明確にした。
〔化学工学専攻〕
水平回転円錐型容器による造粒と分粒との同時操作
川 上 隆 司
粉体プロセスにおいて， 単一装置による造粒と分粒との同時操作はプロセスの複合化の一手段とし
て重要な操作の一つである。 本研究では， 水平回転円錐型容器による連続分粒特性と同容器の転動効
果による造粒特性を利用し， 同容器による造粒と分粒との同時操作について検討を行なった。 また，
同容器による閉回路造粒システムのシミュレーションを行な(， \， 操作条件とその可能性について検討
を加えた。
Capillary Siphoningによる固液分離
菊 川 正 之
固液分離操作において， 界面沈降速度の小なる懸濁液やcake比抵抗を増大せしめる粒子を含む懸
濁液の分離はかなり困難な操作の一つである。 本研究では， 毛管束のcapillary siphoning効果を利用
し， 懸、濁液界面の沈降と同時に液表面に形成されるわずかな清澄液を槽外に排液・分離する操作を考
え， 本操作において排液特性に及ぼす毛管束への懸濁粒子付着の影響について検討し， さらに粒子付
着防止に関して， 2， 3の実験的検討を行った。
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硫化E鉛ベレットの酸化
近 藤 敏
硫化亜鉛ベレ ットの齢化反応を熱天科を用いて5900C -960oC で実験を行った。 高温度では界面反応
が起り， 低温度ではペレ ソト全域で反応が起り， 実験条件により反応様式が変化した。 これらの反応
様式と構造モデ ルは定性的に一致し， 構造モデルは比較的実際に近いモデルであることを確認した。
構造モデルを基準にして未反応芯モデルの適合性を検討した結果，750oC 以上の高温度であれば両モデル
は一致した。
塩ビ重合缶のシミュレータ設計
清 水 学
反応器内の状態量(i品 !支など)が異常値を示すと暴走に至ることがある。 異常発生から暴走に至る
フロセスの遮断を 目的とする操作の多くには人聞が介入する。 こユニ， オペレータがその遮断操作に
不馴れなときは， 目的の達成は覚束ない
本研究では， 塩化ビニル重合における異常時のメカニズム解析から出発して計算機シミュレータを
設計した。 そのハイライトは塩ピ重合特有 の自動加速効果(重合度の 上昇に従って反応速度が上がる
現象)をTalaminiの2相反応モデルを用いて表現した点にある。 ただし このモデルで採用される 3
個のパラメータは1 m'の反応、缶による実験(日本ゼオン高岡工場に依頼した実験 ) から求めた。
蒸気爆発実験データの多変量解析
高 橋 久 雄
過去に行なわれた蒸気爆発のはげしさに関する要因実験では， あらゆる場合不明誤差は55%を超し
た。 このような状況では適切な蒸気爆発防止技術をうみ出せない。
本研究では， まず実験装置構造と蒸気爆発の発生確率の関係を追求した。 つぎに， 爆発の発生しや
すい条件下で種々の因子と爆発のはげしさの関係を追求する実験を行なった。 この実験では， 新たに
エネルギー供給速度をも測定した。 データの重回帰分析によれば， 爆発のはげしさ評価についての不
明誤差は著しく低下し， 31 -34%となった。
ここに， 爆発発生確率の追求にはmxn分割法が採用され， 重回帰分析における因子取り込みには，
Fin -Fout法が用いられた。
また， エネルギー供給速度の測定のためのデジタル回路は自作した。
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液体膜透過による銅(II)イオンの分離
鍋 島 勝
金属イオンの液体膜透過における基礎的研究として， キャリヤーにパソクプロインを用いた場 合の
Cu2+の抽出および逆抽出について， 平衡ならびに速度論的に検討を行った。 この結果， 陰イオン種に
よる分配比の違いが透過推進力として働いていることを， またキレート陽イオンによるイオン対生成
反応の機構を明らかにすることができた。
〔電子工学専攻〕
V203の金属ー絶縁体転移とラマン散乱
岡 本 篤
V203， (V O・985CrO.015) 203 の高温転移近傍で， ラマンシフト及び、散乱強度比IEgjlAlg の温度依存性
を 観察した。 ラマンシフトの温度依存性の実験結果について， C 軸方向の弾性定数を反映しているAlg
フォノンモードの周波数の温度依存性は， Zeiger のバンド交差モデルから計算きれるC 軸方向の格
子振動数の温度依存性と定性的に一致している。 hg!IAlg の温度依存性の実験結果についても， バン
ド交差モデルから計算されるeg (冗)バンドの電子数と散乱強度を関 連づけることで説明できる。 従
って我々の実験結果は， 高温転移の機構について， Zeiger のバンド交差モデルで説明されるという
事にlつの根拠を与える。
垂直磁化モード磁気記録の研究
-Co・CrDCスバッタ膜の垂直記録特性一
木 下 敏 司
Co-Cr 膜を垂直磁化膜として用い， その作成条件と膜の組成， そして， その記録再生特性について
述べた。 膜は直流二極スバッタ法により作成した。 その際A oゲス圧は 1.5-2.0X 10-2torr が適切で、
あった。 またA ES による測定により膜は約4at %の酸素が含まれていることが確められた。 記録再生
特性よりCo-Cr膜のC軸分散半値幅角.:::1&0が8。以上で再生電圧が大きく減衰することがわかった。
100 
手書き文字パターンのストローク抽出
篠 川 敏 行
本論文は手書き文字のストローク抽出について述べた。 まず， 前処理として各 種細線化法を比較検
討し， Stefanelli & Rosenfeldの方法を本研究の目的に合うように改良して， 入力文字を8連結細線
化を行し\ 線素抽出法を適用した。 このように処理された手書きひらがな文字よりTop down的にス
トロークを抽出した結果， 94.9 %の抽出率が得られた。
一マイコンによる音声認識
宮 本 聡
音声認識を広く実用するためには， 装置を低価格化しなければならない。 そこで， 本論文では， 8 
ビ ットのマイコンとゼロ・クロスイング・ディテクタ(ZCD)， 及びフォルマント周波数に対応した
3つのバンドパスフィルタのみにより音声認識実験を行なった。 限定語葉， 特定話者 の場合に97%の
結果を得た。 また， サンプリング・データの分散を考慮することにより認識率が上がることを示し，
2 段ダイナミ ック・プログラミング(DP)による連続語認識の実験も行なった。
スプレー法によるCulnS2膜の作製とその電気的・光学的特性
山 瀬 真 也
薄膜太陽電池用化合物半導体材料として CuInS2に着目し， その製作条件と膜の組成及び構造 の関
係をX線回折， EPM A ，  A ES を用いて解析した。 スプレー液中のCu， I n， Sのモル比が 1 :0.6:2.4 
の場合にカルコパイライト構造( 112 )面の強い回折強度が得られた。 光学的禁止帯幅は単結晶での
値に近く約1.5eVであった。 導電率の温度特性から活性化エネルギーの値は0.10-0.2 3eVの範囲で，
I nの増加につれて大きくなる傾向を示した。
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